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小寺潤一

週  報

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか

国際ロータリー第 2660 地区

創立 1959 年 6 月 16 日

広めよう ロータリーの心 地域とともに

2024～25 年度
国際ロータリー会長

ステファニー・アーチック
(マクマーリー・ロータリークラブ)

事務局・例会場：〒560-0021 豊中市本町 3 丁目 1 番 16 号 ホテル アイボリー内         
TEL 06-6858-1551   FAX 06-6857-0011

例 会 日 時：毎週火曜日 12 時 30分より
事   務 局：9時～15時(土日祝を除く)

ＨＰアドレス： https://toyonaka-rc.jp
メールアドレス：jtrc2660@sun-inet.or.jp

                           

  

第 3043 例会

Rotary
Toyonaka

✑会長の時間✑

「第 6 回 IM 第 1 組会長幹事会報告」

2024-25 年度 会長 眞下 節
5 月 14 日に 2024-25 年度第 6 回・2025-26 年度第 1 回 IM 第 1 組会長・幹事会が開催されましたので、

概要をご報告いたします。
最初に長尾現ガバナー補佐および神寶次期ガバナー補佐の挨拶があり、次に長尾ガバナー補佐より「1

年を振り返って」の総括がありました。「クラブ優秀賞」の目標達成報告のお願い、および「意義ある奉
仕賞」「奉仕部門功労賞」応募の案内がありました。これについて、当クラブからは「意義ある奉仕賞」
に応募することとし、さらに個人の奉仕功労賞として武枝会員を推薦することといたしました。次に会員
の状況について報告がありました。2660 地区の会員数は現在 3,474 名で地区存立目安の 3,000 名が迫って
いるということで、地区でも会員増強が至上命題ということでした。次に、ロータリー財団、ポリオ・プ
ラス基金および米山奨学会の寄付状況についての報告がありました。例年のことですが、当クラブの一人
当たりの寄付額については遜色なしと感じました。さらに、5 月 30 日開催予定の IM 第 1 組 EXPO フェス
タの参加予定者は現在 221 名となっていて、目標の 300 名には少し足らないということでさらなる出席の
督促がありました。次に、2024-25 年度会長・幹事会の会計報告があり、最後に、3 年に 1 度開催のシカ
ゴ規定審議会の決議事項について報告がありました。人道分担金の値上げ、新クラブ創設の必要人数を 20
名から 15 名とする、地区大会は任意開催とする、などが決議されたそうです。

次に、神寶次期ガバナー補佐より「次年度に向けて」の話がありました。吉川次期ガバナーは、交流を
大切に重視していくことを次年度の地区目標に立てられていろいろな交流事業を行っていかれる方針との
ことです。まず、ガバナー公式訪問合同例会が開催される予定となっています。さらに、秋には 2660 地
区ロータリークラブクラブ対抗ボウリング大会も開催される予定だそうです。

最後に、会長幹事会の後に開催された新旧合同懇親会が大変な盛り上がりを見せたことをご報告してお
きます。

本日（5 月 27 日）のプログラム

「青少年奉仕月間に因んで」

青少年奉仕委員長 舩橋 輝夫

次回（6 月 3 日）のプログラム

「 自 己 紹 介 」

米山奨学生：パク ソニョン

令和 7 年 5 月 27 日



☆出席報告☆

                            

   第3042回 第3039回
例 会 日  5 月13 日 4 月 1 日

① 会員数 A 29 29
  （内出席免除者） 6 6
② 出席義務者数 23 23
③ 出席義務者出席数 14 14
④ 出席免除者出席数 1 3
⑤ メイクアップ数 3
⑥ 出席義務者欠席数    9 9
出席率 % 62.50％ 76.92％

出席率（3042回）③+④／②+④出席率（3039回）③+④+⑤／②+④

   


ᎰᎱ 本日の唱歌 
ᎰᎱ

✑ 掲 示 板 ✑

・IM1 組 EXPO フェスタ

  日 時：2025 年 5 月 30 日（金）

  場 所：ホテルグランヴィア大阪 20F
  第 1 部：14：30 から 第 2 部：17：30 から

・一年を振り返って

日 時：2025 年 6 月 10 日（火） 例会時

職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕・青少年奉仕各委員長

による卓話

・創立記念日例会

日 時：2025 年6 月21 日（土）17：30 受付18：00 開始

場 所：千里阪急ホテル 2F“アイヴィーホール”

・一年を振り返って

日 時：2025 年 6 月 24 日（火） 例会時

会長・幹事・副会長による卓話

～ニコニコクイズ開催～

・国際大会

開催日：6 月 21 日～6 月 25 日

場 所：カナダカルガリー

✑幹 事 報 告✑

・ロータリー米山奨学記念会より

「2025-26 年度クラブ米山奨学委員長・カウンセラー研修

会の案内」が届きました。

・国際ロータリー第 2660 地区より

「ガバナー公式訪問合同例会懇談会のための事前アンケー

ト」が届きました。

「2025-26 年度 クラブ周年行事／月信配信先アドレス通

知および記載内容確認」が届きました。

「2025-26 年度ガバナー公式訪問合同例会 出席者情報提

出のお願い」が届きました。

・大阪西南 RAC より

「創立 50 周年記念式典のご案内」が届きました。


সহ঺঻ 2025 年 4 月 22 日のニコニコ 
সহ঺঻

・誕生日祝いを頂いて       武枝会員

・家内の誕生日祝いを頂いて    藤田会員

・入会記念日祝いを頂いて 澤木・眞下各会員

・タイ、シーロム RC の会員の方々の歓迎会、

お疲れ様でした。        眞下会員

・欠席のお詫び          都井会員

手のひらを太陽に
作詞：やなせたかし 作曲：いずみたく

ぼくらはみんな 生きている

生きているから 歌うんだ

ぼくらはみんな 生きている

生きているから かなしいんだ

手のひらを太陽に すかしてみれば

まっかに流れる ぼくの血潮(ちしお)

ミミズだって オケラだって

アメンボだって

みんな みんな生きているんだ

友だちなんだ

ぼくらはみんな 生きている

生きているから 笑うんだ

ぼくらはみんな 生きている

生きているから うれしいんだ

手のひらを太陽に すかしてみれば

まっかに流れる ぼくの血潮

トンボだって カエルだって

ミツバチだって

みんな みんな生きているんだ

友だちなんだ

       唱歌担当：矢吹嘉孝



✑5 月 13 日の卓話✑

「GG2459182 経過報告」

～国際交流大阪万博～

国際奉仕委員長 藤田 充男

GG2459182 経過報告について、タイ北部のスコータイ県にある Srisangworn Sukhothai 病院に ICU

医療機器拡充として、下記医療機器を寄贈する予定となっています。人工呼吸器、除細動器の申請につい

ては 2024 年 10 月 2 日承認、2025 年 2 月 25 日に補助金受領しました。医療機器人工呼吸器（スイス

製）、除細動器（日本製）の発注を終え７月の納品予定です。納品後、納品確認・支払い確認（領収書）

して報告書作成して提出予定です。今回は提唱者シーロム RC ・協賛クラブ大阪中之島 RC での GG あり

協力して最終報告していきたい。

国際交流大阪万博について 2024 年 7 月に 2020 年度 GG の確認でタイ大国バンナサン病院に視察でシ

ーロム RC との交流させて頂き、来年は「大阪万博」がありますので是非来てくださいとご案内させて頂

きそれが実現しました。

万博での交流の前に豊中 RC 例会に参加して頂き親睦をはかり、大阪中之島 RC 会長も参加して交流を深

めました。

万博では日本の誇る技術シンボルである IPS 心臓、大屋根リング、ガンダムを見学しました。また訪問

時でのウエルカムディナーを大阪中之島ＲＣ主催、帰国時豊中ＲＣ主催行い日本料理を振舞いより一層の

交流を深めました。滞在期間も広島～神戸～京都～大阪の観光地での交流も行いました。

今後の国際奉仕委員会としてシーロムＲＣと継続してＧＧプロジェクトで国際奉仕活動を行っていきた

い。プロジェクトとして疾病予防と治療として病院への医療機器寄付、2025 年３月地震の被災地へ水と

衛生として被災地の支援活動を行っていきたい。

The medical equipment includes:
1. Two medical ventilators, Hamilton from 
Switzerland
2. One defibrillator, Nihon Kohden from Japan
3. One patient monitor, Nihon Kohden from 
Japan

①
②

③


